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は
じ
め
に 

 

江
馬
氏
城
館
跡
の
発
掘
調
査
は
、
一
九
七
三
年
を
嚆
矢
と
す
る
。
そ
の
後
、

一
九
八
〇
年
に
史
跡
指
定
、
二
〇
〇
〇
年
に
整
備
工
事
を
開
始
、
二
〇
一
〇
年

に
遺
跡
公
園
と
し
て
全
面
供
用
開
始
、
二
〇
一
九
年
に
名
勝
指
定
と
い
う
経
過

を
経
て
、
現
在
に
至
る
（
飛
驒
市
教
育
委
員
会
二
〇
一
〇
ｃ
、
表
１

）
。

本
稿

で
は
、
庭
園
区
画
を
中
心
に
発
掘
調
査
と
復
元
の
経
緯
を
詳
述
し
た
い
。 

 
一 
保
護
に
至
る
経
緯 

（
一
）
庭
園
が
調
査
の
契
機 

 

水
田
か
ら
５
つ
の
巨
石
が

顔
を
出
し
て
い
た
（
図
１

）
。

江
戸
時
代
の
地
誌
『
飛
州
志
』

に
は
「
根
小
屋
」
と
記
載
さ

れ
て
お
り
、
古
く
か
ら
「
江

馬
の
殿
さ
ま
の
庭
の
石
」
と

認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
こ
こ
が
庭
園
遺
跡
と
判

明
し
た
の
は
一
九
七
〇
年
代

ま
で
遡
る
。
イ
タ
イ
イ
タ
イ

病
の
原
因
と
さ
れ
る
神
岡
鉱
山
か
ら
の
カ
ド
ミ
ニ
ウ
ム
汚
染
土
の
除
去
工
事
が

契
機
と
な
り
、
神
岡
町
内
で
土
地
改
良
工
事
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
こ

の
伝
承
地
が
調
査
対
象
地
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

（
二
）
調
査
の
開
始 

 

一
帯
は
水
田
で
あ
っ
た
が
、
神
岡
鉱
山
か
ら
排
出
さ
れ
た
カ
ド
ミ
ニ
ウ
ム
汚

染
土
が
広
が
る
と
し
て
、
休
耕
田
と
な
っ
て
い
た
。
一
九
七
二
年
に
客
土
が
運

び
込
ま
れ
て
土
地
改
良
工
事
が
開
始
さ
れ
る
と
、
神
岡
町
（
現
飛
驒
市
、
以
下

同
じ

。
）

は
庭
園
跡
・
居
館
跡
と
さ
れ
る
一
区
画
を
買
い
上
げ
、
史
跡
公
園
造

成
を
計
画
し
て
保
護
に
つ
と
め
た
。
こ
の
際
、
当
時
の
文
化
財
保
護
審
議
会
の

指
導
に
よ
り
、
町
教
育
委
員
会
は
試
掘
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ

で
景
石
と
想
定
さ
れ
る
二
ｍ
前
後
の
及
ぶ
巨
石
が
散
乱
す
る
状
況
を
確
認
し
、

初
め
て
庭
園
遺
構
が
残
存
す
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。 

（
三
）
館
跡
の
全
体
像
を
把
握 

 

一
九
七
三
～
七
八
年
に
は
庭
園
跡
の
全
体
像
を
把
握
す
る
調
査
を
実
施
し
た
。

こ
の
調
査
で
景
石
を
検
出
し
、
池
の
汀
線
と
形
状
を
把
握
し
た
。
さ
ら
に
隣
接

地
に
お
い
て
、
土
地
改
良
工
事
に
伴
う
試
掘
調
査
を
実
施
し
、
庭
園
周
辺
に
も

池
に
接
続
し
た
礎
石
建
物
跡
、
館
を
囲
む
堀
跡
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

多
く
の
土
器
、
陶
磁
器
類
も
出
土
し
た
。
一
九
八
〇
年
、
こ
の
成
果
で
も
っ
て

他
の
山
城
群
と
共
に
、
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
。 

 
 二 

指
定
後
の
調
査
で
館
の
実
態
解
明
へ 

（
一
）
姿
を
あ
ら
わ
し
た
武
家
館
と
館
の
変
遷 

一
九
九
四
年
以
降
、
中
世
城
館
の
復
元
整
備
に
向
け
た
発
掘
調
査
が
実
施
さ

れ
る
。
下
館
跡
の
遺
構
を
、
主
軸
方
位
に
よ
っ
て
ａ
・
ｂ
・
ｃ
の
３
群
と
こ
れ

ら
の
い
ず
れ
に
も
属
さ
な
い
ｄ
群
の
４
群
に
整
理
し
た
。
建
物
の
主
軸
方
位
が 

図 １  庭 園 の 様 子 （ 昭 和 初 期 頃 ） 

 神 岡 町 教 育 委 員 会 1979 を 転 載 。  
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年月（西暦） できごと 

昭和 2 年（ 1927 ） 殿圓城寺、旭山（高原諏訪城跡）に八十八ヶ所に擬した石造

観音・巡拝道を整備 

昭和 4 年（ 1929 ） 「諏訪城跡」岐阜県史蹟指定 

昭和10年（ 1935 ） 高原諏訪城跡の主郭に、吉城郡神徳会が記念碑を設置 

昭和33年（ 1958 ） 「江馬城跡」町史跡指定 

昭和37年（ 1962 ） 「寺林城跡 」、 「政元城跡 」、 「洞城跡 」、 「杏子城跡（石

神城跡 ）」 町史跡指定 

昭和44年（ 1969 ） 現在の史跡内（高原諏訪城跡）を通る、打保・神岡停車場線

が県道に編入される 

昭和45年（ 1970 ） 県道打保・神岡停車場線の道路改良工事が実施される 

昭和47年（ 1972 ） 土地区画整理事業に伴い、神岡町教育委員会が庭園跡と推定

される区画を買収 

昭和48～53年 

（ 1973～ 1978 ） 

神岡町教育委員会が館の中心部分の試掘調査を実施。中世武

家館跡や庭園の遺構が良好に遺存していることが判明。 

※昭和51（ 1976 ）年度調査のための発掘の通知の添付図面

に公園整備計画図があり（資料編61頁  資料27 ）、 当初

から庭園復元を行う予定であった。 

昭和52年（ 1977 ） 「江馬館庭園跡」県史跡指定 

昭和54年（ 1979 ） 江馬遺跡保存会が発足 

昭和55年（ 1980 ） 「江馬氏城館跡」国史跡指定 

昭和56年（ 1981 ） 『江馬氏城館跡保存管理計画 策定報告書』刊行 

平成 6 年（ 1994 ） 江馬氏城館跡調査整備委員会を組織し、発掘調査を開始 

平成11年（ 1999 ） 『史跡江馬氏城館跡整備基本構想』策定 

平成12年（ 2000 ） 『史跡江馬氏城館跡下館跡地区整備基本計画』策定 

平成16年（ 2004 ） ２月、神岡町・古川町・宮川村・河合村の２町２村が合併

し、飛驒市に 

平成19年（ 2007 ） 10月、庭園・会所の復元工事完了し、史跡公園開園 

平成22年（ 2010 ） 公園内の整備工事すべて完了し、『史跡江馬氏城館跡下館跡

地区整備工事報告書』刊行 

平成29年（ 2017 ） 江馬氏城館跡整備委員会設置 

 10月、「江馬氏館跡庭園」国名勝指定 

平成31年（ 2019 ） 『史跡江馬氏城館跡・名勝江馬氏館跡庭園保存活用計画書』 

刊行 

表 １  保 護 の 経 過  
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時
期
に
よ
り
ま
と
ま
る
と
考
え
て
、
そ
の
建
物
等
を
確
認
し
た
層
位
、
建
物
遺

構
か
ら
見
つ
か
っ
た
出
土
遺
物
を
検
討
し
、
江
馬
氏
下
館
の
時
期
を
大
き
く
Ⅰ

～
Ⅲ
期
の
３
時
期
に
整
理
し
た
（
図
２

）
。 

館
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
は
Ⅱ
期
で
あ
る
。
Ⅱ
期
に
な
っ
て
、
堀
で
囲
ま

れ
た
範
囲
を
堀
内
地
区
、
堀
の
外
側
の
西
側
を
門
前
地
区
、
堀
の
外
側
の
う
ち

南
堀
よ
り
南
側
を
工
房
地
区
と
、
意
識
的
に
地
区
分
け
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

建
物
の
建
て
替
え
の
確
認
に
よ
っ
て
さ
ら
に
Ⅱ
Ａ
・
Ⅱ
Ｂ
と
２
時
期
に
細
分
で

き
る
。 

（
二
）
Ⅰ
期
：

館
と
な
る
場
所

に
人
が
生
活
を

営
み
始
め
る

（
図
３
） 

こ
の
地
で
人
々

の
営
み
が
認
め

ら
れ
る
の
は
、

一
三
世
紀
後
半

か
ら
一
四
世
紀

代
に
か
け
て
で

あ
る
。
総
柱
式

の
掘
立
柱
建
物

が
散
在
し
、
堀

は
ま
だ
造
っ
て

い
な
い
。
建
物

の
主
軸
方
位
は

一
致
せ
ず
、
規
格
性
は
認
め
ら
れ
な
い
。
具
体
的
に
建
物
が
何
に
使
わ
れ
た
か

明
ら
か
に
で
き
て
い
な
い
も
の
の
、
中
世
に
何
ら
か
の
形
で
土
地
利
用
が
始
ま

っ
た
時
期
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
以
前
に
は
、
縄
文
時
代
の
遺
物
も
出
土
す
る
。 

（
三
）
Ⅱ
Ａ
期
：
館
が
成
立
し
た
時
期
（
図
４
） 

一
四
世
紀
末
か
ら
一
五
世
紀
後
半
は
、
計
画
的
に
建
物
を
配
置
し
て
館
が
成

立
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
上
層
を
残
し
な
が
ら
発
掘
す
る
史
跡
で
の
調
査
で

あ
り
、
Ⅱ
Ａ
期
の
土
層
ま
で
掘
り
切
っ
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
時
期
の
建
物
は

部
分
的
に
確
認
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
制
約
の
中
、
遺
構
の
切
り
合

い
関
係
と
そ
の
出
土
遺
物
の
年
代
か
ら
、
ｂ
・
ｃ
群
に
属
す
る
遺
構
の
多
く
が

こ
の
時
期
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

北
・
西
・
南
の
三
方
向
に
堀
を
設
け
、
東
は
山
を
背
に
す
る
。
南
堀
は
新
旧

二
時
期
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
主
軸
方
位
か
ら
旧
堀
が
機
能
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
北
堀
に
伴
う
土
塀
で
は
、
基
底
部
石
列
の
主
軸
が
ｃ
群
で
あ
る
。

土
塀
も
館
の
最
初
期
か
ら
計
画
的
に
設
け
、
改
修
を
加
え
な
が
ら
Ⅱ
Ｂ
期
ま
で

使
用
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

堀
内
地
区
で
は
規
模
の
大
き
な
礎
石
建
物
を
造
り
、
堀
の
周
辺
部
に
も
方
形

の
区
画
を
設
け
て
館
に
必
要
な
諸
施
設
を
計
画
的
に
配
置
し
た
（
図
５

）
。 

 

庭
園
の
調
査
で
は
、
改
修
や
造
り
替
え
を
確
認
で
き
ず
、
作
庭
時
期
の
断
定

す
る
知
見
も
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
堀
内
地
区
Ⅱ
Ａ
期
の
建

物
群
（
ｂ
群
）
と
Ⅱ
Ｂ
期
の
建
物
群
（
ａ
群
）
は
重
複
し
て
お
り
、
建
て
替
え

が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
、
庭
園
も
Ⅱ
Ａ
期
か
ら
計
画
的
に
配

置
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。 

 

堀
外
地
区
に
つ
い
て
は
、
南
堀
延
長
部
を
境
と
し
て
、
西
堀
前
の
門
前
区
画

と
南
堀
延
長
部
南
側
の
工
房
区
画
に
分
か
れ
る
。
各
区
画
内
に
お
い
て
も
道
路

や
掘
立
柱
建
物
・
柵
列
等
に
よ
っ
て
さ
ら
に
方
形
に
敷
地
を
区
切
り
、
館
に
必

図 ２  建 物 主 軸 方 位 図  
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要
な
施
設
を
計
画
的
に
配
置
し
て
い
る
。
堀
内
地
区
が
礎
石
で
あ
っ
た
の
に
対

し
、
堀
外
地
区
は
掘
立
柱
で
建
物
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
身
分
の
差
を

表
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。 

 

門
前
区
画
は
、
西
堀
に
平
行
に
南
北
方
向
に
延
び
る
六
ｍ
幅
の
道
路
を
設
け
、

こ
れ
に
直
交
す
る
主
軸
で
建
物
や
柵
列
、
道
路
に
よ
っ
て
主
門
前
、
脇
門
前
、

西
堀
南
端
部
前
、
の
三
つ
の
区
画
に
分
け
て
い
る
。
主
門
前
区
画
と
脇
門
前
区

画
の
境
に
も
柵
列
を
設
け
、
主
門
前
区
画
に
は
家
来
が
館
の
出
入
り
を
見
張
る

宿
直
屋
を
設
け
る
。
西
堀
南
端
部
前
区
画
と
脇
門
前
区
画
は
広
場
で
あ
る
。
馬

図 ３  江 馬 氏 下 館 Ⅰ 期 の 遺 構 配 置 図  

図 ４  江 馬 氏 下 館 Ⅱ Ａ 期 の 遺 構 配 置 図  

主門前  
宿直屋 館前の監視  

堀内地区  
礎石建物が並ぶ  

脇門前 
広場  

西堀南端部前 
３つの区画に細分  

堀外地区  

作業場 1  

作業場 2  

作業場 3  

掘立柱建物が散在 
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に
乗
っ
て
犬
を
追
い
、
弓

矢
で
射
る
犬
追
物
や
、
標

的
を
置
い
て
弓
矢
で
射
る

的
射
な
ど
の
武
術
の
訓
練

や
、
儀
式
を
行
う
場
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
。 

 

工
房
区
画
は
、
柵
列
と

道
路
に
よ
っ
て
３
区
画
に

分
か
れ
る
。
各
区
画
に
は

掘
立
柱
建
物
、
竪
穴
建
物
、

広
場
を
組
み
合
わ
せ
た
状

況
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
が
一
つ
の
作
業
場
と

し
て
機
能
し
て
い
た
と
推

測
さ
れ
る
。 

 

（
四
）
Ⅱ
Ｂ
期
：
館
を
建
て
替
え
て
整
備
し
た
時
期
（
図
６
） 

 

館
は
一
五
世
紀
末
に
建
て
替
え
ら
れ
、
一
六
世
紀
初
頭
ま
で
存
続
す
る
。
堀

内
地
区
、
堀
外
地
区
と
も
に
建
物
の
配
置
は
Ⅱ
Ａ
期
と
重
複
す
る
た
め
、
主
軸

方
位
を
変
え
て
、
Ⅱ
Ａ
期
の
建
物
配
置
を
継
承
し
た
と
考
え
ら
れ
た
。 

南
堀
跡
は
こ
の
時
期
に
新
堀
に
造
り
替
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
西
堀
跡

薬
研
堀
も
一
部
埋
ま
っ
て
い
た
も
の
を
掘
り
直
し
て
い
る
（
図
７

）
。

土
塀
は
、

北
堀
に
伴
う
土
塀
の
前
時
期
の
基
底
部
石
列
を
再
利
用
し
て
い
る
（
図
８

）
。

ま
た
、
西
堀
に
伴
う
土
塀
構
築
の
際
の
作
業
用
の
柱
穴
が
重
な
り
合
う
こ
と
か

ら
も
、
ほ
ぼ
位
置
を
変
え
ず
に
全
体
的
に
改
修
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

堀
内
地
区
の
礎
石
建
物
跡
は
五
棟
確
認
で
き
る
。
Ｓ
Ｂ
41

・

Ｓ
Ｂ
42

・

Ｓ
Ｂ

43

・

Ｓ
Ｂ
44

・

Ｓ
Ｂ
46

で
あ
る
が
、
Ｓ
Ｂ
43

は
礎
石
の
残
り
が
悪
く
、
全
体
形

状
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
Ｓ
Ｂ
46

に
は
庭
園
が
隣
接
す 図 ６  江 馬 氏 下 館 Ⅱ Ｂ 期 の 遺 構 配 置 図  

図 ５  堀 内 地 区 の 礎 石 建 物 SB41 ・ SB64  

堀内地区  
礎石建物が並ぶ  

堀外地区  

主門前 

宿直屋・馬屋  
館前の監視  

西堀南端部前 

３つの区画に細分  

作業場 1  

作業場 2  

作業場 3  

脇門前 
広場  
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る
。
こ
の
庭
園
は
、
土
層
の
つ
な
が
り
か
ら
、
こ
の
時
期
に
Ｓ
Ｂ
46

と
と
も
に

完
成
し
た
と
判
明
し
た
。
庭
園
に
は
池
が
あ
り
、
園
池
池
底
に
水
を
溜
め
る
た

め
の
造
作
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
常
時
水
を
溜
め
て
は
い
な
か
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
長
径
一
ｍ
以
上
の
大
き
な
庭
石
を
大
量
に
配
置
し
て
お
り
、
立
体

的
な
空
間
を
演
出
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
庭
園
の
北
側
に
位
置
す
る
柵
列

Ｓ
Ａ
47

に
よ
り
、
庭
園
は
遮
断
さ
れ
て
い
る
。
堀
内
地
区
の
礎
石
建
物
の
性
格

に
つ
い
て
は
、
四
（
二
）
で
後
述
し
た
い
。 

な
お
、
館
の
完
成
に
際
し
て
館
内
の
五
ヶ
所
に
墨
書
土
師
器
皿
を
埋
納
し
、

地
鎮
を
行
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
庭
園
の
造
成
土
か
ら
見
つ

か
っ
て
い
る
。 

堀
外
地
区
の
門
前
区
画
で
は
、
主
門
前
区
画
と
脇
門
前
区
画
の
境
に
柵
列
を

設
け
て
区
画
し
て
い
る
。
主
門
前
区
画
に
は
、
家
来
が
館
の
出
入
り
を
見
張
る

宿
直
屋
、
馬
を
停
め
て
い
た
馬
屋
を
確
認
で
き
る
。
脇
門
前
は
広
場
で
あ
る
。 

工
房
区
画
は
、
建
物
が
建
て
替
え
ら
れ
た
が
、
Ⅱ
Ａ
期
に
引
き
続
き
工
房
が

存
在
し
て
い
る
。 

（
五
）
Ⅲ
期
：
館
が
廃
絶
し
た
時
期 

一
六
世
紀
中
頃
以
降
は
出
土
遺
物
量
が
激
減
す
る
。
館
を
他
所
に
移
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
六
世
紀
末
に
は
江
馬
氏
が
領
主
と
し
て
の
姿
を
失
う
た

め
、
そ
の
間
の
時
期
と
な
る
。
館
の
移
転
に
際
し
た
た
め
か
、
西
堀
は
人
為
的

に
埋
め
ら
れ
る
。
北
・
南
堀
も
自
然
に
埋
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た

だ
し
、
か
つ
て
の
堀
外
地
区
で
は
、
竪
穴
建
物
跡
な
ど
を
確
認
で
き
、
館
廃
棄

後
も
作
業
場
等
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。 

 三 

発
掘
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
庭
園 

（
一
）
館
跡
を
特
徴
付
け
る
庭
園 

以
上
の
発
掘
調
査
成
果
の
う
ち
、
最
も
注
目
を
集
め
た
の
は
庭
園
遺
構
で
あ

る
。
庭
園
は
、
堀
内
地
区
の
南
西
隅
に
位
置
し
、
南
・
西
側
は
土
塀
を
挟
ん
で

そ
れ
ぞ
れ
南
堀
・
西
堀
と
接
し
て
い
る
。
北
東
側
に
は
会
所
建
物
が
接
す
る
。

西
側
土
塀
ま
で
は
東
西
に
伸
び
る
板
塀
が
あ
り
、
庭
園
は
会
所
か
ら
し
か
見
え

な
い
構
造
と
な
っ
て
い
た
。
会
所
に
入
ら
な
け
れ
ば
庭
園
を
眺
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
う
、
庭
園
・
会
所
・
柵
列
・
土
塀
を
含
め
た
庭
園
区
画
を
有
す
る

こ
と
が
こ
の
館
の
特
徴
と
言
え
る
。 

（
二
）
庭
園
の
姿 

発
掘
調
査
で
は
、
江
戸
時
代
末
期
の
耕
地
化
の
際
に
壊
さ
れ
た
庭
園
を
確
認

し
た
。
大
半
の
景
石
が
打
ち
割
ら
れ
て
原
形
を
保
っ
て
お
ら
ず
、
原
位
置
を
保

図 ７  西 堀 薬 研 堀 の 様 子  

図 ８  土 塀 基 底 部 の 石 列  
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っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
を

除
去
し
つ
つ
調
査
を
進
め
る
と
、

造
成
当
時
の
姿
が
見
え
て
き
た

の
で
あ
る
。 

庭
園
は
池
を
持
つ
。
池
は
最

大
部
で
東
西
二
七
ｍ
、
南
北
一

四
ｍ
を
測
り
、
東
西
に
長
い
不

整
楕
円
形
で
あ
る
。
園
池
中
央

よ
り
西
寄
り
に
、
中
島
の
基
底

部
と
考
え
ら
れ
る
地
山
を
掘
り

残
し
た
高
ま
り
を
確
認
し
た
。

最
大
部
で
東
西
一
二
ｍ
、
南
北

六
ｍ
を
測
り
、
園
池
本
体
と
同

様
、
東
西
に
長
い
不
正
楕
円
形

で
あ
る
。
そ
の
北
西
側
に
は
原

位
置
を
保
つ
大
き
な
景
石
が
あ

り
、
二
つ
の
岩
島
が
あ
っ
た
。

池
底
に
は
水
を
貯
め
る
た
め
の

造
作
が
確
認
で
き
ず
、
導
水
路
・
排
水
路
も
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、

常
時
水
を
貯
め
た
池
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
た
。
景
石
に
使
用
し
て
い
る

石
材
は
船
津
花
崗
岩
で
、
長
径
一
ｍ
を
超
え
る
大
型
の
も
の
が
多
く
、
要
所
に

は
こ
ぶ
し
大
か
ら
人
頭
大
の
青
色
の
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
も
使
用
し
て
い
る
。
い

ず
れ
も
地
元
で
入
手
可
能
な
石
材
で
あ
る
。
原
位
置
を
保
つ
景
石
は
ご
く
わ
ず

か
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、
原
位
置
を
保
つ
景
石
も
、
そ
の
一
部
を

打
ち
割
ら
れ
て
お
り
、
原
形
は
保
っ
て
い
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、

検
出
し
た
景
石
に
は
長
径
が
一
ｍ
を
越
え
る
も
の
も
多
く
あ
り
、
庭
園
は
大
き

な
石
組
み
を
持
つ
、
力
強
い
も
の
だ
と
想
定
さ
れ
た
（
図
９

）
。 

庭
園
の
年
代
は
墨
書
土
師
器
皿
か
ら
推
定
し
た
。
景
石
庭
園
の
南
汀
部
の
庭

石
の
周
囲
を
埋
め
な
が
ら
斜
面
を
造
成
す
る
土
層
を
掘
り
込
ん
で
、
墨
書
土
師

器
皿
を
埋
納
し
た
地
鎮
遺
構
を
検
出
し
た
（
図
10

）
。

こ
の
土
師
器
皿
の
年
代

か
ら
、
庭
石
の
据
え
付
け
は
地
鎮
遺
構
よ
り
も
古
い
こ
と
が
わ
か
る
。
墨
書
師

器
皿
の
年
代
は
一
五
世
紀
末
か
ら
一
六
世
紀
初
め
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

庭
園
は
こ
の
頃
に
完
成
し
た
と
考
え
ら
れ
た
（
図
11

）
。 

 四 

館
で
示
し
た
権
威 

（
一
）
中
世
の
武
家
館
と
江
馬
氏
の
館
跡 

調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
江
馬
氏
の
館
の
姿
は
、
全
国
で
見
ら
れ
る
中
世
地

方
武
家
館
の
一
つ
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
こ
こ
で
言
う
中
世
地
方
武
家
館
と
は
、

全
国
各
地
で
築
か
れ
た
武
将
の
居
館
の
こ
と
で
あ
る
。
室
町
時
代
に
は
各
地
方

の
守
護
は
在
京
し
て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
、
京
都
の
文
化
は
室
町
幕
府

と
直
接
結
び
つ
い
た
各
地
の
武
将
に
よ
り
地
方
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
そ
れ
を
示
す
の
が
将
軍
な
ど
幕
府
の
有
力
者
に
倣
っ
た
各
地
の
武
将

の
館
跡
で
あ
り
、
江
馬
氏
の
下
館
跡
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景

の
も
と
、
Ⅱ
Ａ
期
に
館
が
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

一
方
、
応
仁
の
乱
を
契
機
に
一
五
世
紀
後
半
以
降
に
文
化
人
が
地
方
に
避
難

し
、
そ
の
際
に
京
都
の
文
化
は
全
国
に
伝
播
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
。
Ⅱ
Ｂ
期

の
館
の
建
て
替
え
の
際
に
は
、
そ
の
歴
史
的
背
景
の
も
と
に
整
備
が
行
わ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。 

（
二
）
館
の
在
り
方 

こ
こ
で
は
、
『
洛
中
洛
外
図
屏
風
』
な
ど
で
確
認
で
き
る
同
時
代
の
館
の
構 

図 9  庭 園 の 発 掘 調 査 状 況  
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成
・
配
置
に
な
ら
っ
て
、
江
馬
氏
の
館
の
在
り
方
を
検
討
し
て
み
た
い
。 

室
町
将
軍
邸
、
細
川
管
領
邸
、
内
裏
な
ど
の
館
の
構
成
に
な
ら
う
と
、
脇
門

を
入
っ
て
台
所
、
続
い
て
主
殿
あ
る
い
は
対
面
所
の
よ
う
な
建
物
を
確
認
で
き

る
。
こ
の
た
め
、
江
馬
氏
下
館
跡
に
お
い
て
も
脇
門
か
ら
入
っ
て
正
面
に
位
置

す
る
建
物
を
台
所
と
考
え
た
。
そ
れ
に
南
接
す
る
建
物
は
、
台
所
よ
り
規
模
が

小
さ
い
た
め
、
台
所
に
付
随
す
る
対
屋
と
推
定
し
た
。
主
門
の
正
面
に
位
置
し

て
奥
ま
っ
た
建
物
は
、
規
模
が
最
大
で
あ
り
、
主
人
が
生
活
し
た
常
御
殿
と
推

定
し
た
。
常
御
殿
に
南
接
す
る
建
物
は
、
そ
の
付
属
的
施
設
と
推
定
し
た
。
庭

園
に
面
し
た
建
物
は
、
会
所
と
推
定
し
た
。 

ま
た
、
当
時
は
門
内
の
空
間
を
機
能
の
差
違
に
よ
り
分
離
す
る
た
め
、
目
隠

し
等
の
目
的
で
塀
や
柵
を
用
い
て
区
画
し
、
動
線
の
分
離
を
図
っ
て
い
た
可

能
性
が
想
定
さ
れ
る
。
江
馬
氏
下
館
跡
で
も
、
遺
構
と
し
て
は
確
認
で
き
な
か

っ
た
が
、
建
物
の
性
格
付
け
と
と
も
に
、
塀
や
柵
列
に
よ
り
そ
の
空
間
を
さ
ら

に
細
分
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。 

（
三
）
江
馬
氏
下
館
跡
に
お
け
る
空
間
利
用
（
図
12

） 

主
人
は
、
渡
り
廊
下
を
通
っ
て
常
御
殿
か
ら
会
所
の
儀
礼
的
な
室
（
主
殿
に

相
当
す
る
室
＝
書
院
＝
主
人
の
居
間

）
、

庭
に
面
し
た
座
敷
（
接
客
の
間
（
南

主
座
敷

）
）

へ
向
か
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
庭
園
に
近
い
主
門
は
主
人
、
重
要

な
客
人
の
出
入
り
の
み
に
使
用
し
、
通
常
は
脇
門
を
使
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

台
所
、
対
屋
か
ら
会
所
へ
行
く
場
合
、
広
場
を
横
切
り
、
会
所
北
側
の
広
縁
や

図 10  庭 園 ・会 所実 測図 （ 三好 清 超 2008 よ り 転 載 ） 

図 11  墨 書 土 師 器 皿 実測 図 （ 三 好 清 超 2008 より 転 載 ） 

会所  
庭園  
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納
戸
（
武
者
隠
し

）
、

控
え
の
間
（
遠
侍
的
室
）
な
ど
か
ら
部
屋
へ
出
入
り
し

た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
渡
り
廊
下
を
通
っ
て
、
建
物
伝
い
に
移
動
す

る
動
線
も
想
定
で
き
る
。
客
人
は
、
主
門
か
ら
館
内
に
入
り
、
会
所
北
側
の
入

り
口
か
ら
、
内
に
入
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
よ
う
に
、
客
人
は
主
門
か
ら
会
所
へ
、
従
者
は
台
所
か
ら
会
所
へ
、
主

人
は
常
御
殿
か
ら
会
所
へ
と
い
う
動
線
が
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
は

目
隠
し
さ
れ
、
動
線
の
分
離
が
図
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 五 

史
跡
の
価
値
を
顕
在
化
さ
せ
る
整
備 

（
一
）
復
元
の
時
期
と
手
法 

復
元
対
象
の
時
期
と
し
た
の
は
、
館
の
全
貌
が
明
ら
か
と
な
っ
た
Ⅱ
Ｂ
期
で

あ
る
。
館
の
正
門
で
あ
り
客
人
等
を
迎
え
た
主
門
と
そ
の
両
脇
の
西
側
土
塀
の

一
部
、
庭
園
に
臨
み
鑑
賞
の
場
と
な
る
会
所
、
庭
園
の
背
景
と
も
な
る
南
側
土

塀
の
一
部
、
庭
園
北
側
の
目
隠
し
と
な
る
板
塀
な
ど
を
厳
密
に
復
元
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
中
世
地
方
武
家
館
に
お
け
る
庭
園
を
取
り
囲
む
空
間
を
示
し
た
。

こ
こ
で
は
、
会
所
と
庭
園
の
復
元
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
い
き
た
い
。 

（
二
）
庭
石
の
状
況 

庭
園
の
発
掘
調
査
で
は
、
近
世
の
耕
地
化
の
際
に
石
組
の
多
く
が
倒
さ
れ
た

と
い
う
状
況
を
確
認
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
元
々
庭
石
と
考
え
ら
れ
る
も
の

を
、
庭
園
と
い
う
視
点
か
ら
四
区
分
し
、
調
査
及
び
復
元
へ
の
足
が
か
り
と
し

た
（
図
13

）
。 

区
分
し
た
基
準
は
、
①
原
位
置
を
保
つ
石
、
②
傾
斜
し
て
い
る
石
（
頭
が
大

き
く
傾
く
が
、
根
本
は
原
位
置
に
あ
る

）
、

③
転
倒
し
て
い
る
石
（
原
位
置
の

近
く
に
は
あ
る
が
、
根
本
か
ら
倒
れ
て
い
る

）
、

④
原
位
置
が
不
明
の
石
（
近

世
以
降
の
耕
地
化
の
際
に
池
内
に
放
り
込
ま
れ
た
石
）
で
あ
る
。
ま
た
、
近
世

以
降
、
こ
の
地
は
水
田
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
水
田
に
は
石
組
み
畦

が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
⑤
こ
の
石
組
み
石
材
も
本
来
は
庭
園
景
石
で
あ
っ
た
と 

図 12  建 物 の 性 格 と 空 間 の 使 わ れ 方 （ 三 好 2021 よ り 転 載 ） 
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考
え
ら
れ
、
過
去
に
解
体
さ
れ
た
際
に
現
地
保
存
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
も
こ

の
た
め
今
回
の
復
元
で
利
用
す
る
こ
と
と
し
た
。
さ
ら
に
、
近
世
耕
地
化
の
際

に
近
隣
の
お
寺
で
お
払
い
を
し
て
も
ら
い
、
そ
の
代
わ
り
に
景
石
を
お
寺
の
石

垣
と
し
た
と
い
う
伝
承
も
残
っ
て
お
り
、
全
く
の
他
所
に
持
ち
去
ら
れ
た
景
石

も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

（
三
）
復
元
に
使
用
し
た
石 

 

復
元
に
際
し
て
使
用
し
た
石
は
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
出
土
し
た
庭
石
①
②

③
④
と
、
元
々
庭
石
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
⑤
で
あ
る
（
図
14

）
。

し
か
し
、
③

④
の
庭
石
に
つ
い
て
は
劣
化
が
著
し
く
復
元
に
使
用
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
、

ま
た
他
所
に
持
ち
去
ら
れ
た
石
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
庭
園
と
し

て
の
景
観
を
整
え
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
替
わ
り
と
し
て
⑥
購
入
石
も
使
用
し
た
。 

 

な
お
、
庭
園
に
使
用
さ
れ
て
い
る
石
材
に
つ
い
て
は
、
七
割
が
遺
跡
東
側
の

山
地
に
分
布
す
る
黄
褐
色
の
船
津
花
崗
岩
で
あ
り
、
三
割
が
遺
跡
西
側
に
流
れ

る
高
原
川
に
分
布
す
る
青
灰
色
の
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
で
あ
っ
た
。
二
種
の
石
材

を
用
い
て
景
観
に
変
化
を
付
け
て
い
た
。
と
も
に
地
元
で
採
取
で
き
る
石
材
で

あ
る
。 

（
四
）
庭
石
の
据
え
直
し
（
図
15

） 

復
元
に
こ
だ
わ
っ
た
据
え
直
し 

据
え
直
し
は
、
①
は
原
位
置
を
保
つ
た
め
、

動
か
さ
な
か
っ
た
。
②
は
根
本
が
動
い
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
根
本

は
地
面
に
触
れ
た
ま
ま
、
傾
い
た
時
の
流
入
土
を
除
去
し
た
。
そ
の
後
、
①
の

石
の
傾
き
も
考
慮
し
な
が
ら
、
頭
部
の
傾
き
を
本
来
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
位

置
に
直
し
た
。
③
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
景
石
の
転
倒
状
況
が
⒜
天
地
が
そ
の
ま

ま
で
滑
る
よ
う
に
倒
れ
た
の
か
、
⒝
据
え
ら
れ
て
い
た
時
か
ら
九
〇
～
一
八
〇

度
回
転
し
、
池
内
に
倒
れ
込
ん
だ
の
か
を
観
察
し
た
。
そ
の
後
、
石
を
吊
り
上

図 14-1  現 地 で の 崩 れ た 庭 石 

図 14-2  解 体 し た 様 子 

図 14-3  接 着 剤 で 結 合 

図 14-4  組 み 上 げ 完 了 
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げ
て
撤
去
し
、
転
倒
し
た
時
の
流
入
土
を
除
去
し
、
根
石
・
か
い
石
と
③
の
石

の
底
部
と
の
「
合
わ
せ

」
、

①
の
石
の
傾
き
を
考
慮
し
な
が
ら
、
据
え
直
し
を

行
っ
た
。 

 

こ
れ
ら
本
来
の
位
置
が
分
か
る
①
、
ま
た
推
定
で
き
る
②
③
の
石
を
据
え
直

し
た
後
、
庭
園
に
使
わ
れ
て
い
た
の
は
間
違
い
な
い
が
、
本
来
の
位
置
が
分
か

ら
な
い
④
⑤
⑥
を
据
え
直
し
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
根
石
の
残
存
状
況
と

石
の
底
部
と
の
「
合
わ
せ

」
、

及
び
庭
園
全
体
の
「
収
ま
り
」
を
考
慮
し
て
据

え
直
し
た
。
庭
石
一
つ
一
つ
を
発
掘
調
査
の
手
法
で
観
察
し
、
復
元
根
拠
を
明

確
に
し
て
い
く
作
業
を
行
っ
た
の
で
あ
る
（
表
２

）
。 

復
元
に
よ
り
芸
術
上
・
鑑
賞
上
の
価
値
が
顕
在
化
（
図
16

） 

北
東
隅
の
石
組

み
で
は
、
傾
き
・
転
倒
が
見
ら
れ
る
大
型
の
庭
石
を
据
え
直
し
た
。
石
組
み
の

池
側
下
方
は
、
発
掘
調
査
で
拳
大
の
礫
を
確
認
し
た
た
め
、
拳
大
か
ら
人
頭
大

の
船
津
花
崗
岩
と
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
を
敷
き
詰
め
た
「
礫
敷
き
」
と
し
た
。 

 

南
汀
線
の
庭
石
は
、
長
径
一
ｍ
を
超
え
る
大
型
の
船
津
花
崗
岩
が
多
か
っ
た

が
、
ほ
と
ん
ど
が
転
倒
し
て
い
た
た
め
、
据
え
直
し
を
行
っ
た
。
隙
間
が
生
じ

て
い
た
た
め
、
全
体
の
庭
石
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
つ
つ
、
庭
園
内
で
見
つ
か
っ
た

転
倒
石
を
据
え
た
。 

 

西
汀
線
は
、
発
掘
調
査
で
拳
大
の
船
津
花
崗
岩
と
褐
色
土
に
よ
る
「
化
粧
敷

き
」
を
確
認
し
た
こ
と
か
ら
、
拳
大
の
船
津
花
崗
岩
と
川
原
玉
石
を
敷
き
詰
め

て
そ
の
隙
間
を
褐
色
土
で
埋
め
た
「
礫
敷
き
」
と
し
た
。
西
汀
線
の
「
礫
敷
き
」

は
、
庭
園
の
景
観
に
変
化
を
付
け
る
た
め
南
西
部
の
張
り
出
し
部
ほ
ど
石
を
小

さ
く
し
た
。
ま
た
北
西
部
は
砂
利
上
状
の
小
石
を
敷
き
詰
め
た
「
ジ
ャ
ミ
敷
き
」

と
し
た
。 

 

北
汀
線
は
、
そ
の
東
端
部
で
青
色
の
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
の
護
岸
石
四
石
が
残

存
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
調
査
で
検
出
し
た
汀
線
の
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
、
青
色

の
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
を
一
段
一
列
に
並
べ
た
。 

 

中
島
と
岩
島
は
、
地
山
を
掘
り
残
し
た
中
島
の
高
ま
り
の
東
半
分
は
、
周
辺

で
検
出
し
た
大
き
な
石
を
護
岸
石
と
し
た
中
島
と
し
た
。
北
西
部
の
原
位
置
を 

保
つ
大
き
な
庭
石
は
、
二
つ
の
独
立
し
た
岩
島
と
し
た
。 

 

六 

綿
密
な
考
証
に
よ
る
会
所
の
復
元 

（
一
）
会
所
の
変
遷 

 

室
町
時
代
を
通
し
て
、
武
家
、
公
家
、
寺
家
な
ど
の
区
別
無
く
住
宅
に
会
所

が
存
在
し
た
こ
と
が
文
献
で
確
認
で
き
る
（
表
３
、
図
17

）
。

し
か
し
、
そ
の

形
式
や
規
模
に
は
変
化
が
認
め
ら
れ
る
。 

一
五
世
紀
初
め
に
は
、
将
軍
邸
を
除
き
独
立
し
た
会
所
は
な
く
、
寄
り
合
い

の
度
に
座
敷
を
飾
り
、
終
わ
れ
ば
撤
収
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
寄
り
合
い
が
定

期
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
一
定
の
施
設
と
し
て
専
用
空
間
の
会
所
が

設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
会
所
で
は
、
連
歌
や
茶
会
な
ど
社
交
的
寄
り
合

い
の
会
合
が
行
わ
れ
、
唐
物
の
調
度
品
を
中
心
に
飾
り
を
行
う
こ
と
が
通
例
と

な
り
、
そ
れ
が
ス
テ
ー
タ
ス
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
っ
た
。
一
五
世
紀
後
半
に

な
る
と
飾
り
場
と
し
て
押
板
・
違
棚
・
附
書
院
な
ど
が
確
立
し
、
対
面
の
場
に

も
会
所
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

全
国
の
武
家
館
に
お
い
て
も
、
一
五
世
紀
後
半
に
は
座
敷
飾
り
の
規
範
書
で

あ
る
『
君
台
観
左
右
帳
記
』
が
室
町
幕
府
か
ら
大
内
氏
に
送
ら
れ
、
細
川
管
領

邸
の
会
所
が
山
水
向
に
建
て
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
全
国
の
武
家
館
で

も
、
こ
の
時
期
に
は
将
軍
邸
を
規
範
に
会
所
を
構
え
、
同
様
の
室
礼
・
接
客
を

行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

な
お
、
江
馬
氏
で
は
、
一
四
八
九
年
に
禅
僧
・
万
里
集
九
を
饗
応
し
た
記
録

が
残
っ
て
い
る
。 
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表 ２  景 石 の 検 出 状 況 と 転 倒 状 況 、 及 び 据 え 直 し 状 況 

番

号  

発 掘 調 査 時 の 知見 整 備 工 事 に よ る 据 え 直 し 状 況 

個 数  景 石 の 検 出 状 況 と 転 倒 状 況

の 区 別 （ 図 13 ） 

整 備 工 事 に よ る 景 石 の 据 え 直 し の 状 況

（ 図 14 ）  

①  原 位 置 を 保 つ 石 全 く 動 か し て い な い 。 １ ４  

②  傾 斜 し て い る 石 傾 い て い た 頭 を 真 っ 直 ぐ に 起 こ し た 。 

根 本 は 動 か し て い な い 。 

 ２  

③  転 倒 し て い る 石 ほ ぼ そ の 場 で 見 つ か っ た 石 を 根 本 か ら 動 か

し て 据 え 直 し た 。 

３ ７  

④  近 世 以 降 の 耕 地化 の 際に 池

内 に 放 り 込 ま れた 石 

根 石 の 残 存 状 況 と 景 石 底 部 と の 「 合 わ

せ 」、 庭 園 全 体 の 「 収 ま り 」 を 考 慮 し 据 え

直 し た 。 

③ ④ に つ い て 、 劣 化 が 著 し く 使 用 で き な い

石 、 他 所 へ 持 ち 出 さ れ た 石 も あ る と 考 え ら

れ る 。 

こ の た め 、 そ れ ら の 替 わ り と し て ⑥ 購 入 石

も 使 用 し た 。 

２ ２  

⑤  耕 地 の 石 組 み 畦 ５ ０  

⑥    ９  

図 16  北 東 隅 の 石 組 みの 整 備 前 後 （ 左 上 と 右上 ）、 岩 島 の 整 備 前 後（ 左 下 と 右 下） 
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西暦 和暦 月日 場所 属 内容 文献 図

1402 応永９ 1月8日 ３代足利義満室町殿 武 〔1〕

1406 応永１３ 3月8日 応永度内裏 公 泉殿造立。 〔2〕

〔2〕

〔3〕

1409 応永１６ 4月5日 裏松日野殿会所 武 会所で火事があった 〔2〕

1410 応永１７ 3月10日 醍醐寺門跡京里坊、法身院会所 寺 小御所の西奥に造合を介して会所がある。 〔4〕

1416 応永２３ 3月7日 貞成親王伏見御所 公 茶会のために会所室礼を行う。 〔5〕

1422 応永２９ 11月20日 一条東洞院の地の後小松院仙洞御所 公 泉殿会所移徙 〔6〕 2

1423 応永３０ 7月19日 一条東洞院の地の後小松院仙洞御所 公 室町将軍から会所飾りを進上される。 〔7〕

1425 応永３２ 10月14日 一条東洞院の地の後小松院仙洞御所 公 御持佛堂、御会所が立柱上棟。 〔5〕

1429 正長２ 3月9日 ４代義持の三条坊門殿 武 義教の元服当日、満済は会所へ参じた。 〔7〕

1429 永享１ 11月13日 ４代義持の三条坊門殿 武 新造御会所に移徒。 〔7〕

1430 永享２ 3月16日 醍醐寺金剛輪院 寺 新造会所に際し、将軍より諸道具を送られる。 〔7〕

1430 永享２ 醍醐寺金剛輪院 寺 南向押板部屋と、押板・棚・とこを持った床の間に飾りを行った。 〔4〕

1431 永享３ 1月8日 ４代義持の三条坊門殿 武 会所が２棟あることが分かる。 〔7〕

1431 永享３ 12月19日 伏見御所 公 常御所に会所飾りを行う。 〔5〕

〔5〕

〔7〕

〔5〕

〔7〕

1434 永享６ 1月8日 応永度内裏 公 小御所を会所として室礼する。 〔7〕

1435 永享７ 1月26日 ６代足利義教室町殿 武 新造会所では荘厳な唐物で座敷飾りが行われていた。 〔7〕

1436 永享８ 7月7日 貞成親王伏見洛中御所 公 七夕会所。 〔5〕

1449 宝徳１ 11月22日 8代足利義政烏丸殿 武 会所移徙。 〔6〕

1458 長禄２ 9月25日 康正殿内裏 公 会所でご祈祷の後で一献有り 〔8〕

1460 寛正１ 4月8日 8代足利義政室町殿 武 会所移徙 〔9〕

1460 寛正１ 12月5日 8代足利義政室町殿 武 泉殿移徙 〔9〕

1475 文明７ 7月7日 興福寺門跡の居所、禅定院 寺 七夕御会 〔8〕 3

1476 文明8 3月31日 大内氏館 武 室町幕府から大内政弘に君台観左右帳記が送られる。 〔10〕

1477 文明９ 12月末 興福寺門跡の居所、禅定院 寺 会所建設を計画。 〔8〕 4

1480 文明１２ 3月18日 大乗院門跡坊官の居所、成就院 寺 南北4間、東西8間、32坪の会所がある。 〔8〕

1486 文明１８ 9月11日 大乗院門跡坊官の居所、成就院 寺 会所・庭園が備えられていた。 〔8〕

1486 文明１８ 12月10日 内裏 公 小御所で雪見。 〔11〕

1487 長享１ 11月4日 8代足利義政東山殿 武 会所移徙。 〔11〕 1

1489 延徳１ 10月13日 8代足利義政東山殿 武 会所での祈祷について。 〔9〕

1489 延徳１ 江馬氏下館か？ 武 万里集九が高原郷で江馬氏の饗応を受ける。 〔12〕

1493 明応２ 5月1日 管領細川邸 武 会所は「山水向」と呼ばれる位置に存在。 〔8〕

2棟目の会所11月21日

1408 応永１５ 3月10日 ３代足利義満北山殿

院御所でも会所が独立。

寺家でも会所が独立。

会所が南方庭園に面して作られていた。

1433

室町将軍邸を模倣した。

対面座敷は南縁に面した東西二室で東を主・
西を末とした配列を持つ。

小御所＝会所

9間と西6間が接客の室。

６代足利義教室町殿永享５

小御所を会所と言った。

常の御所の東に位置し、南を正面とする。

常御所が臨時に会所として用いられた。

飾り場としての附書院・押板が描かれている
例。庭園への眺望も意識されている。

接客のための座敷飾り書が記される。

会所は常御所と別空間であり、会所が接客、
常御殿が内向きの場となっている。

会所は別棟。押し板のある六間と十五間の続
き座敷から構成。庭園を望む。

1棟目の会所

備考

将軍邸の会所として初めて出現。

泉殿＝会所

＊文献：〔1〕兼宣公記、〔2〕教言卿記、〔3〕北山殿行幸記、〔4〕醍醐寺文書、〔5〕看聞御記、〔6〕康富記、〔7〕満済准后日記、〔8〕尋尊大僧正記、〔9〕蔭涼軒日録、〔10〕君台観左右帳記、
〔11〕御湯殿上日記、〔12〕梅花無尽蔵

1432 永享４ 4月26日 ６代足利義教室町殿

小御所＝会所

3棟目の会所

武

武

武

２棟目の会所を新造。園池に沿って配置。室
内は置物・宝物が飾られる。

会所へ移徙。

会所泉殿新造。

常御所＝会所

15間の大室を持つ会所を絵画・花瓶・香炉・茶碗などで飾り、猿楽舞
の会場とする。

表 ３  文 献 に 見 る 会 所 

2. 後 小 松 院 仙 洞 御 所  会 所 泉 殿 対 面 座 敷  

1. 東 山 殿 会 所 
3. 禅 定 院 七 夕 御 会 所 

4. 禅 定 院 会 所 

図 17  文 献 に 見 る 会 所 平 面 図  （ 図 上 が 北 、 下 が 南 ） （ 川 上 2002 よ り 転 載 ） 
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（
二
）
会
所
の
構
造
検
討 

前
述
の
会
所
の
変
遷
か
ら
、
一
六
世
紀
初
め
に
建
て
ら
れ
た
下
館
跡
会
所
の

平
面
プ
ラ
ン
を
検
討
し
た
い
。
ま
ず
は
室
礼
の
あ
り
方
か
ら
、
南
の
庭
園
向
き

に
、
押
板
を
持
つ
座
敷
と
、
押
板
・
違
棚
・
附
書
院
の
設
け
ら
れ
た
床
の
間
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
を
第
一
と
し
た
。
東
側
に
上
段
と
し
て
床
の
間
を
、
西
側

に
押
板
を
持
つ
座
敷
を
配
置
し
た
。
主
人
の
動
線
で
あ
る
常
御
殿
か
ら
の
渡
り

廊
下
位
置
及
び
主
門
か
ら
の
客
人
の
動
線
を
考
慮
し
、
北
側
に
広
縁
を
設
け
、

家
来
や
客
人
し
か
入
ら
な
い
北
面
す
る
部
屋
を
直
線
的
に
区
画
し
た
。 

 

間
取
り
は
三
案
を
検
討
し
た
。
Ａ
案
で
は
部
屋
の
一
の
間
の
中
央
に
柱
が
位

置
す
る
こ
と
に
な
る
。
Ｂ
案
で
は
常
御
殿
か
ら
の
渡
り
廊
下
が
書
院
に
当
た
る

こ
と
に
な
り
、
主
人
の
居
間
が
庭
園
に
面
し
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ら

の
課
題
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
Ｃ
案
を
採
用
し
た
（
図
18

）
。

設
計
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
に
基
準
寸
法
、
デ
ザ
イ
ン
、
使
用
木
材
を
考
慮
し
て
作
成
し
た
（
図
19

）
。 

（
三
）
会
所
の
意
匠 

柱
・
垂
木
な
ど
の
部
材
寸
法
、
釘
隠
・
蔀
戸
な
ど
の
細
部
意
匠
と
も
、
類
似

す
る
建
物
と
し
て
園
城
寺
光
浄
院
客
殿
（
国
宝
）
を
参
考
に
し
た
。
光
浄
院
客

殿
は
一
六
〇
一
年
に
建
て
ら
れ
た
が
、
一
五
世
紀
前
半
に
そ
の
前
身
が
建
て
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
桃
山
時
代
に
記
さ
れ
た
建
物
の
各
部
材
の
比
例
値
を
示
し

た
木
割
書
『
匠
明
』
の
記
載
寸
法
も
参
考
と
し
た
（
表
４
、
図
20

）
。 

方
法
と
し
て
、
光
浄
院
客
殿
と
『
匠
明
』
古
法
主
殿
の
部
材
寸
法
を
比
較
し
、

下
館
会
所
の
部
材
寸
法
を
割
り
出
し
た
。
最
も
見
た
目
の
印
象
を
受
け
や
す
い

柱
太
さ
は
匠
明
に
拠
っ
た
。
屋
根
は
瓦
が
出
土
し
て
い
な
い
た
め
杮
葺
き
と
し

た
。
ま
た
、
使
用
木
材
に
つ
い
て
は
、
神
岡
町
内
の
同
時
代
の
重
要
文
化
財
建

造
物
の
薬
師
堂
を
参
考
に
し
、
ヒ
ノ
キ
・
マ
ツ
・
ク
リ
・
ス
ギ
等
を
使
用
す
る

こ
と
と
し
た
。 

七 

庭
園
を
鑑
賞
し
た
会
所
を
取
り
囲
む
土
塀
・
柵
列
、
動
線
の
主
門
復
元 

（
一
）
復
元
建
物
は
客
人
の
動
線 

 

会
所
と
庭
園
ほ
か
に
建
物
復
元
を
行
っ
た
の
は
、
土
塀
・
柵
列
・
主
門
で
あ

る
。
会
所
庭
園
に
行
く
た
め
の
重
要
な
動
線
で
あ
る
た
め
に
主
門
を
復
元
す
る

こ
と
と
し
、
ま
た
、
会
所
庭
園
を
取
り
囲
む
庭
園
区
画
の
整
備
と
し
て
土
塀
・

柵
列
の
復
元
す
る
こ
と
と
し
た
。 

復
元
の
根
拠
と
し
た
の
は
、
主
に
５
つ
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
発
掘
調
査
で
明

ら
か
に
な
っ
た
建
物
規
模
、
町
内
に
残
る
室
町
時
代
の
お
堂
・
重
要
文
化
財
薬

師
堂
の
使
用
材
料
、
古
文
書
で
確
認
で
き
る
建
物
の
基
準
寸
法
、
現
存
す
る
同

時
代
に
近
い
建
物
・
国
宝
園
城
寺
光
浄
院
客
殿
、
『
信
貴
山
縁
起
』
や
『
一
遍

聖
絵
』
な
ど
の
絵
図
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
根
拠
と
し
て
建
物
を
含
む
庭
園
区

画
を
再
現
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
当
時
の
館
の
様
子
や
庭
園
の
眺
め

を
追
体
験
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

（
二
）
主
門
の
復
元
（
図
21

） 

 

発
掘
調
査
で
は
館
の
西
側
に
土
塀
の
切
れ
間
が
二
ヶ
所
見
つ
か
り
、
そ
れ
ぞ

れ
に
土
橋
が
伴
う
た
め
門
跡
と
考
え
た
。
そ
の
う
ち
南
側
の
規
模
が
大
き
い
た

め
主
門
、
北
側
を
脇
門
と
推
定
し
た
。
主
門
跡
は
礎
石
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
が
、
柱
穴
が
見
つ
か
ら
な
い
状
況
か
ら
礎
石
建
ち
と
推
定
し
た
。 

脇
門
は
二
つ
の
主
柱
穴
と
館
側
に
控
え
柱
が
あ
る
こ
と
か
ら
棟
門
と
推
定
し

た
。
脇
門
の
形
状
か
ら
主
門
の
方
が
格
式
高
い
形
状
と
考
え
、
主
柱
の
前
後
に

控
え
柱
を
持
つ
四
脚
門
と
推
定
し
た
。
屋
根
は
瓦
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
板
葺
き
と
し
た
。
ま
た
、
中
世
の
四
脚
門
の
例
と
し
て
、
教
王
護
国
寺

（
東
寺
）
の
灌
頂
院
東
門
を
参
考
と
し
た
。
な
お
、
工
法
等
も
考
証
を
行
っ
て

い
る
。
例
え
ば
道
具
は
当
時
使
わ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
槍
鉋
を
使
っ
て
表
面
を
仕

上
げ
た
。
こ
の
た
め
門
扉
の
表
面
に
は
微
細
な
凹
凸
が
認
め
ら
れ
る
。 
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図 18  会 所 復 元 プ ラ ン 

図 19  会 所 設 計 図 
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光浄院
客殿

寸法 一間　　　　　 Ｌ 6.5尺 1970 1976 1971

長押間内法　 Ｈ 6.3尺 1909 1909 1908

縁高さ　　　　 Ｆ 1.8尺 545 657 600

桁高さ Ｆ＋ｃ＋Ｈ＋1/2L 3750

＋1/2c＋d 3682 4136

軸部 主柱　　　 太さ　 a 4寸2　 126 151 126

面 ｂ 1/7*a 18 15 12

           面内 ｃ 5/7＊a　 90 121 102

d 6/7＊a　 108 136 114

垂木　   せい c/2*1.2 54 85 81

幅 c/2  45 70 69

光浄院客殿に準じる。

桁　     せい d 108 151 120

幅 c 90 127 105

肘木　   せい d 108 135 114

幅 d 108 135 114

長押内法　長さ 1/2L＋1/2c 1030 1049 1044

せい c 90 127 114

鴨居　  せい √2*2b 51 55 54

敷居　  せい 3b 54 61 60

長押縁　 せい c 90 91 90

軒周 軒出 5.2尺 1575 1555or 1650

1797 両者中間値とする。

勾配 2寸5分 2寸3分 2寸5分

茅負　  せい d 108 121 120

         幅 c 90 121 120

裏甲　  せい d/3 36 なし 45

          出 d 108 120

軒付け　 厚み d+c/2 153
二重

145+75
150

室内 押板　  床より高さ 2a 252 242 210 210

天井高さが低い分

        厚み c 90 91 割り引く。　　　 　　90 90

落掛け 2a 252 260 231 315

天井高さが低い分割り引く。

せい c 90 133 114 81

天井高さが低い分割り引く。

天井長押 せい c 90 121 114

蟻壁 せい a 126 121 114

竿縁　 せい c/2 45 60 60

違い棚 下段厚み a/2 63 80 81

光浄院客殿に準じる。

天袋内法高さ 2a 252 262 231

天井高さが低い分割り引く。

納戸構え 内法高さ 1369 1276 1311

蹴込 高さ d 108 130 114

中敷居 せい c+b+/2 99 127 114

鴨居 せい d 108 127 114

小壁 せい a 126 140 126

障手 せい c/2 45 48 45

屋根
勾配

古法5寸2分
（当世6～7寸）

6寸 6寸

片面落ち

床
の
間

押
し
板

光浄院客殿に準じる。
設置方向も準じる。

光浄院客殿に準じ、長押寸法（片面落
ち）に合わせる。

光浄院客殿に準じ、長押寸法（片面落
ち）に合わせる。

光浄院客殿に準じ、長押寸法よりも大
きめにする。

柱寸法から許される範囲内でできるだ
け大きくした。

(単位：mm)

下端の長押
上間

匠明主殿古法 下館会所

建具の納まりなどから面は小さめに設
定した。

天井高さ3000を確保する寸法とした。

表 ４  会 所 部 材 寸 法 表 

図 20-4  復 元 し た 会 所 

図 20-1  建 築 途 中 の 様 子 

図 20-2  上 棟 式 の 様 子 

図 20-3  杮 葺 き の 様 子 
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 （
三
）
土
塀
（
図
21

） 

 

館
を
区
画
す
る
土
塀
は
、
庭
園
風
景
の
一
部
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
発
掘
で

は
土
塀
を
建
て
る
た
め
の
作
業
用
の
柱
穴
列
を
確
認
し
た
。
土
塀
の
基
底
部
の

幅
は
、
発
掘
調
査
の
結
果
か
ら
五
尺
（
約
一.

五
ｍ
）
と
し
た
。
高
さ
は
土
塀

に
挟
ま
れ
る
主
門
の
高
さ
、
接
続
す
る
板
柵
の
高
さ
を
考
慮
し
、
一
〇
尺
（
約

三.

〇
ｍ
）
と
し
た
。
庭
園
の
背
景
と
な
る
土
塀
の
部
分
は
、
日
干
し
レ
ン
ガ

を
固
め
て
内
部
は
土
を
版
築
に
積
み
、
表
面
は
壁
土
で
仕
上
げ
た
。
瓦
の
出
土

が
な
い
た
め
屋
根
は
上
げ
土
と
推
定
し
た
（
図
22

）
。 

（
四
）
板
塀
の
復
元 

 

主
門
か
ら
館
に
入
っ
て
右
側
に
は
板
塀
が
位
置
す
る
。
こ
の
板
塀
は
土
塀
と

会
所
の
間
に
柱
穴
列
が
並
ぶ
状
況
で
あ
り
、
庭
園
を
目
隠
し
す
る
も
の
と
推
定

さ
れ
た
。
発
掘
の
結
果
か
ら
七
尺
（
二.

一
ｍ
）
間
隔
で
柱
を
持
つ
板
柵
と
推

定
し
た
。
一
部
は
柱
穴
を
発
見
で
き
な
か
っ
た
が
、
会
所
か
ら
土
塀
ま
で
の
距

離
を
七
尺
間
隔
で
割
り
付
け
、
そ
の
端
数
と
な
っ
た
距
離
に
は
出
入
り
の
た
め

の
門
戸
が
あ
る
と
考
え
た
。
柵
の
高
さ
は
七
尺
六
寸(

二.
二
八
ｍ)

、
柱
寸

法
は
四
寸
二
分
（
一
二.

六
㎝

）
、

板
厚
は
一
寸
（
約
三
㎝
）
と
し
た
。
上
部

に
は
雨
仕
舞
い
を
考
慮
し
て
笠
木
付
け
と
推
測
し
た
。
ま
た
、
遺
構
と
し
て
は

確
認
さ
れ
て
な
い
が
、
構
造
的
な
面
か
ら
庭
園
側
に
控
え
柱
を
付
し
た
。 

 

な
お
、
庭
園
の
東
側
で
は
柵
の
遺
構
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
復
元
庭
園

の
管
理
の
面
か
ら
柵
を
設
け
て
い
る
。
復
元
柵
列
は
横
板
と
し
た
が
、
こ
の
管

理
用
柵
は
そ
れ
と
区
別
す
る
た
め
に
縦
板
と
な
っ
て
い
る
。 

こ
れ
ら
の
土
塀
や
板
塀
に
よ
り
、
会
所
に
入
ら
な
い
と
庭
園
は
見
え
な
い
構

造
と
な
っ
て
い
る
。
客
人
の
驚
き
を
生
む
大
事
な
施
設
と
言
え
、
当
時
の
館
の

様
子
や
庭
園
の
眺
め
を
追
体
感
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。 

八 

そ
の
他
の
整
備 

こ
こ
ま
で
、
庭
園
区
画
を
中
心
に
述
べ
た
。
こ
の
他
、
整
備
対
象
と
な
る
遺

構
表
示
を
実
施
し
て
い
る
（
表
５
・
図
23

）
。

堀
内
地
区
で
は
、
礎
石
建
物
の

三
棟
を
床
ま
で
半
立
体
的
に
表
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
堀
外
地
区
で
は
、
広
場

に
建
物
の
位
置
を
示
し
た
。
堀
は
、
北
堀
・
南
堀
を
、
実
際
の
遺
構
を
埋
め
て

保
護
し
た
後
、
そ
の
直
上
に
同
じ
深
さ
で
再
現
し
て
い
る
。
南
堀
は
位
置
の
表

示
と
し
た
。
土
塀
は
、
主
門
と
庭
園
周
囲
を
復
元
と
し
た
が
、
脇
門
よ
り
北
側

を
植
栽
に
よ
る
表
示
と
し
た
。
道
幅
も
砂
利
で
表
示
し
て
い
る
。 

堀
内
地
区
を
立
体
的
な
整
備
、
堀
外
地
区
を
平
面
的
な
整
備
遺
跡
公
園
と
し

て
一
体
感
を
保
ち
、
同
時
期
に
立
ち
並
ん
で
い
た
建
物
を
示
し
て
い
る
。 

 

お
わ
り
に 

以
上
、
主
要
な
遺
構
を
中
心
に
、
発
掘
調
査
と
整
備
に
つ
い
て
概
観
し
た
。

整
備
の
中
で
も
復
元
は
、
あ
ら
ゆ
る
資
料
を
基
に
検
討
し
、
様
々
な
可
能
性
の

な
か
か
ら
最
も
判
然
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
案
を
作
成
し
、
工
事
を
行
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
庭
園
は
遺
構
石
を
最
大
限
生
か
す
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
会
所
・

土
塀
・
板
塀
・
門
は
柱
位
置
か
ら
正
確
な
規
模
を
把
握
し
、
当
時
の
絵
図
等
で

設
計
し
、
薬
師
堂
で
使
用
さ
れ
て
い
た
当
時
の
材
と
同
種
の
も
の
を
用
い
た
。

そ
の
結
果
、
庭
園
・
会
所
の
区
画
と
、
館
の
入
口
か
ら
そ
こ
に
至
る
主
門
の
厳

密
な
復
元
に
至
っ
て
い
る
。 

こ
れ
に
よ
り
、
「
会
所
か
ら
庭
園
を
眺
め
る
」
と
い
う
室
町
時
代
の
歴
史
を

肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
空
間
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
整
備
当

時
の
成
果
の
理
解
が
、
研
究
の
進
展
に
よ
り
変
わ
っ
て
い
く
可
能
性
も
あ
る
。

各
種
別
の
遺
物
の
年
代
観
や
遺
構
の
軸
線
の
理
解
な
ど
、
研
究
の
進
展
と
復
元

当
時
の
経
緯
を
常
に
照
合
し
、
検
証
し
て
く
必
要
が
あ
ろ
う
。 
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図 21  土 塀 石 列 （ 左 ）、 土 塀 に 伴 う 柱 穴 列 ・ 主 門 （ 右 上 ）、 復 元 土 塀 （ 右 下 ） 

図 22  主 門 、 土 塀 の 設 計 図 

土 塀  

構 築 の 際 の 柱 穴 列  

主 門  

柱 穴 無 し  

土 塀 石 列  
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要 素  実 施 し た 整 備 手 法  

江 馬 氏 の 居 館 跡 お よ

び 関 連 す る 遺 構  

（ 全 体 の 方 向 性 ）  

庭 園 ・ 建 物 ・ 門 ・ 堀 ・ 塀 ・ 板 柵 等 の 遺 構 を 発 掘 調 査 に よ り 検 出 し

た 。 調 査 成 果 に よ り Ⅰ 期 、 Ⅱ A 期 、 Ⅱ B 期 、 Ⅲ 期 に 時 期 区 分 さ れ 、

こ の う ち 下 館 跡 の 特 徴 と 様 相 が 最 も 確 認 で き る Ⅱ B 期 （ 15 世 紀 末 ～

16 世 紀 前 葉 ） を 基 準 に 整 備 を 実 施 。  

〃  

（ 庭 園 跡 ）  

復 元 ・ 露 出 展 示 を 実 施 。 庭 石 は 現 地 に 残 存 す る 石 材 を 保 存 処 理 後 再

利 用 し 、 欠 損 部 分 は 類 似 し た 補 足 石 材 を 利 用 し た 。 池 底 及 び 陸 丘 部

は 遺 構 の 保 護 層 を 設 け な が ら も 、 往 時 の 庭 園 の 様 相 を 損 な う こ と が

な い よ う に 最 低 限 の 盛 土 を 行 っ た 。 庭 木 の 植 栽 は 、 調 査 成 果 で も 不

明 で あ っ た た め 行 っ て い な い 。  

〃  

（ 建 物 跡 ）  

○ 堀 内 地 区  礎 石 建 物 （ SB46 ） … 会 所 の 復 元 展 示 。 庭 園 の 鑑 賞 場

所 、 園 池 の 修 景 、 四 阿 、 イ ベ ン ト 等 の 活 用 施 設 な ど の 複 合 的 機 能

を 有 し て い る 。  

○ 堀 内 地 区  礎 石 建 物 （ SB41 ・ SB44 ・ SB44 ） … 立 体 表 示 、 床 ま で 半

立 体 的 に 表 現 。  

○ 堀 外 地 区 の 建 物 … 平 面 表 示 。  

〃  

（ 門 跡 ）  

○ 主 門 … 復 元 展 示 。  

○ 脇 門 … 立 体 表 示 。 管 理 用 の 門 扉 と し て 利 用 し て い る 。  

〃  

（ 堀 跡 ）  

○ 北 堀 ・ 西 堀 … 復 元 展 示 。 遺 構 の 上 面 に 土 舗 装 を 実 施 。  

○ 南 堀 … 平 面 表 示 。 新 旧 ２ 時 期 が 確 認 さ れ て い る が 、 新 堀 の 遺 構 表

示 の み 行 っ て い る 。  

〃  

（ 土 塀 跡 ）  

○ 脇 門 か ら 庭 園 に か け て の 範 囲 … 復 元 展 示 を 実 施 （ う ち 庭 園 区 画 は

築 成 に 日 干 し レ ン ガ を 使 用 ）。  

○ そ の 他 の … イ チ イ 植 栽 及 び 鋼 製 支 柱 に よ り 位 置 ・ 規 模 を 表 現 。  

〃  

（ 柵 跡 ）  

○ 堀 内 地 区 の 柵 跡 … 復 元 展 示 。 板 柵 の 姿 を 復 元 し 、 く ぐ り 戸 を １ ヶ

所 設 置 。  

○ 堀 外 地 区 の 柵 跡 … 平 面 表 示 を 実 施 。  

〃    （ 道 跡 ）  ○ 堀 外 地 区 の 道 跡 … 平 面 表 示 。 位 置 ・ 幅 員 を 砂 利 敷 き で 表 現 。  

〃  

（ そ の 他 遺 構 ）  

○ 堀 内 の 地 鎮 遺 構 … 脇 門 付 近 の 出 土 箇 所 に 、 パ ネ ル で 位 置 ・ 形 態 を

平 面 表 示 。  

表 ５  実 施 し た 整 備 手 法 

図 23  整 備 平 面 図 


